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1

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
的
選
択

　
農
業
と
い
う
産
業
の
耐
用
年
数
の
長
い
設
備
投
資
で

あ
る
土
地
改
良
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
、
国
内
の
食
料

自
給
の
維
持
・
向
上
政
策
は
大
前
提
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、一
九
八
〇
年
代
後
半
は
、プ
ラ
ザ
合
意
後
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
大
幅
な
円
高
の
中
、
内
外
価
格
差
が
喧
伝
さ

れ
農
業
バ
ッ
シ
ン
グ
が
吹
き
荒
れ
、
国
内
農
業
不
要
論

ま
で
出
現
し
た
。
そ
ん
な
時
に
比
較
優
位
論
に
沿
っ
て

生
産
性
の
低
い
産
業
（
農
業
）
か
ら
撤
退
し
効
率
的
で

豊
か
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国

家
政
策
選
択
を
議
論
し
た
。
そ
の
内
容
は
本
シ
リ
ー
ズ

17
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
的
選
択
」
に
す
で
に
述
べ
た
。

　
二
〇
二
〇
年
の
一
人
当
た
り
名
目
G
D
P
で
は
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
は
世
界
第
五
位
（
五
八
、四
八
四
米
ド
ル
）

で
、
二
二
位
の
日
本
の
一
・
四
九
倍
で
あ
る（
注
1
）。
独

立
し
た
一
九
六
五
年
に
は
日
本
の
〇
・
五
四
倍
で
、
都

市
国
家
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
農
地
が
国
土
の
五
%
を
占

め
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
豚
肉
や
鶏
卵
生
産
で
は
自
給

率
一
〇
〇
%
を
超
え
て
い
た
が
、
二
〇
一
七
年
で
は
国

土
に
占
め
る
農
地
面
積
は
〇
・
九
%
（
日
本
：
一
一
・
八

%
）、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
食
料
自
給
率
は
一
〇
%
以
下

と
見
る
影
も
な
い（
注
2
）。
国
際
分
業
論
の
お
手
本
の
よ

う
な
国
だ
っ
た
の
で
あ
る

2

　「30
by
30
」
戦
略

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
の
新
聞
の
見
出
し
「『
食
の
シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
』
へ
の
布
石
」（
日
本
経
済
新
聞
二
〇
二
一

年
七
月
十
八
日
朝
刊
）
で
、
遅
ま
き
な
が
ら
同
国
の
政

策
変
更
を
知
っ
た
。
二
〇
〇
七
〜
八
年
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
の
干
ば
つ
と
米
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
バ
イ

オ
燃
料
化
政
策
に
端
を
発
し
た
世
界
的
食
料
危
機
に
よ

る
価
格
高
騰
、
二
〇
一
四
年
の
マ
レ
ー
シ
ア
産
鶏
卵
か

ら
の
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
検
出
に
よ
る
輸
入
禁
止
・
価
格
高

騰
な
ど
を
受
け
て
、
フ
ー
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
脆
弱

性
を
克
服
す
る
た
め
、
食
料
自
給
率
向
上
、
輸
入
先
の

分
散
、
同
国
生
産
者
の
海
外
展
開
支
援
（
海
外
生
産
地

か
ら
の
輸
入
機
会
増
加
）
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
発
生
し
、
F
A
O
（
国

連
食
糧
農
業
機
関
）
に
よ
れ
ば
二
〇
二
〇
年
三
月
〜
六

月
の
段
階
で
輸
出
規
制
を
し
た
国
は
一
九
ヵ
国
あ
っ
た

と
言
わ
れ
る
。
世
界
最
大
の
小
麦
輸
出
国
で
あ
る
ロ
シ

ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
よ
る
輸
出
量
制
限
、
ベ
ト
ナ
ム
の

新
規
米
輸
出
契
約
停
止
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
米
輸
出
停
止

な
ど
国
内
需
要
を
優
先
し
た
動
き
が
報
道
さ
れ
た
。
在

庫
は
あ
っ
て
も
不
安
心
理
が
発
生
す
る
と
自
国
内
の
政

治
的
背
景
か
ら
輸
出
を
控
え
る
。
農
産
物
貿
易
の
自
由

化
が
叫
ば
れ
中
で
輸
出
国
に
よ
る
輸
出
規
制
は
合
点
が

行
か
な
い
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
フ
ー
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
中
で

も
特
に
食
料
自
給
率
の
向
上
に
注
力
し
て
お
り
、

二
〇
一
九
年
三
月
、
政
府
に
よ
り
新
た
な
国
家
戦
略

「
30
by
30
」
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
戦
略
は
二
〇
三
〇

年
ま
で
に
同
国
の
食
料
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）

を
現
在
の
一
〇
%
未
満
か
ら
三
〇
%
ま
で
に
引
き
上
げ

を
目
標
と
し
、
野
菜
・
果
物
を
二
〇
%
、
た
ん
ぱ
く
質

を
一
〇
%
ま
で
引
き
上
げ
る
と
し
て
い
る
。
政
府
の
発

表
に
よ
れ
ば
、
最
近
の
世
論
調
査
で
九
八
%
の
人
が
輸

入
依
存
の
低
下
の
た
め
に
国
内
の
食
料
生
産
が
重
要
だ

と
回
答
し
て
い
る
と
い
う
。

30

（一社）総合政策フォーラム顧問　元杉 昭男

それからの
シンガポール的選択

土地改良・切り語り

3

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
戦
略

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
、
食
料
生
産
技
術
の
効
率
化
、

気
候
変
動
へ
の
耐
久
性
の
向
上
、
資
源
の
効
率
化
を
促

す
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
国
土

面
積
が
東
京
二
三
区
よ
り
や
や
広
い
七
二
〇
㎦  、
人
口

は
五
八
〇
万
人
で
あ
り
、
農
地
面
積
は
七
〇
〇
ha
に
過

ぎ
な
い
。
正
に
過
密
な
都
市
国
家
で
あ
る
。
土
地
（
天

然
資
源
）、
労
働
、
資
本
と
い
う
生
産
の
三
要
素
か
ら

見
れ
ば
、
土
地
は
狭
小
で
か
つ
高
価
で
、
労
働
も
少
な

く
労
賃
も
高
い
中
で
、
科
学
技
術
に
頼
り
つ
つ
生
産
設

備
な
ど
の
資
本
の
充
実
と
そ
の
効
率
性
向
上
に
頼
る
し

か
な
い
。

　
こ
の
た
め
、
二
つ
の
分
野
を
次
世
代
の
成
長
分
野
と

し
て
本
格
的
に
産
業
育
成
す
る
方
針
で
あ
る
。
一
つ
は

代
替
タ
ン
パ
ク
質
生
産
を
す
る
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
分
野
で
、

大
豆
由
来
の
鶏
も
も
肉
、
代
替
乳
、
養
殖
海
産
物
、
赤

身
肉
な
ど
で
、
す
で
に
一
五
以
上
の
企
業
が
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
拠
点
を
開
設
し
、
そ
の
安
全
性
を
研
究
・
支

援
す
る
「
未
来
型
食
料
安
全
ハ
ブ
」
が
創
設
さ
れ
、
食

料
技
術
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。

も
う
一
つ
は
室
内
型
農
場
・
養
殖
場
生
産
の
ア
グ
リ

テ
ッ
ク
分
野
で
、
大
規
模
な
工
場
ビ
ル
で
L
E
D
電
灯

を
使
用
し
た
効
率
的
な
野
菜
の
水
耕
栽
培
シ
ス
テ
ム
な

ど
で
あ
る
。
土
地
が
少
な
い
の
だ
か
ら
ビ
ル
の
屋
上
や

垂
直
型
で
多
層
階
の
農
場
が
整
備
さ
れ
る
。
従
来
の
農

地
・
養
殖
場
に
比
べ
水
や
肥
料
も
節
約
さ
れ
、
一
ha
当

た
り
収
穫
量
は
一
〇
〜
一
五
倍
と
言
わ
れ
る
。

4

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
的
選
択
の
行
方

　
日
本
で
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
国
内
農
業
無
用
論

を
受
け
て
、
国
民
食
料
の
安
定
的
確
保
、
農
業
・
農
地

の
多
面
的
機
能
、
食
品
の
安
全
性
、
地
球
環
境
問
題
へ

の
対
応
な
ど
が
強
調
さ
れ
、
農
業
に
対
す
る
見
方
が
大

き
く
変
わ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
言

わ
ば
「
都
市
国
家
」
で
農
地
に
囲
ま
れ
た
農
村
は
な
い

に
等
し
く
、
国
内
の
農
業
を
切
り
捨
て
る
政
策
に
簡
単

に
舵
を
切
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
日
本
の
対

極
に
あ
る
と
思
っ
て
い
た
ら
、
こ
こ
に
来
て
食
料
自
給

率
向
上
と
言
わ
れ
る
と
驚
き
を
超
え
た
も
の
が
あ
る
。

　
た
だ
そ
の
中
身
が
問
題
で
あ
る
。
報
道
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
室
内
型
農
場
で
の
生
産
コ
ス
ト
は
高
く
、
日

本
で
も
採
算
の
取
れ
る
植
物
工
場
は
何
ら
か
の
好
条
件

の
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
条
件
が
反

映
さ
れ
た
高
価
な
農
産
物
を
消
費
で
き
る
豊
か
さ
の
あ

る
国
あ
る
人
々
は
ど
の
程
度
い
る
の
だ
ろ
う
。
培
養
肉

は
品
質
も
向
上
し
コ
ス
ト
も
低
下
す
る
可
能
性
は
否
定

で
き
な
い
が
、
そ
れ
を
食
す
る
こ
と
に
抵
抗
の
あ
る

人
々
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
地
球
規
模
の
食

料
不
足
が
将
来
発
生
す
る
可
能
性
を
捨
て
き
れ
な
い
中

で
、
そ
の
意
味
は
無
視
で
き
な
い
。

5

　コ
ロ
ナ
禍
と
国
家
的
リ
ス
ク

　
国
家
の
機
能
を
外
敵
か
ら
の
防
御
・
国
内
の
治
安
維

持
・
必
要
最
小
限
の
公
共
事
業
に
限
定
す
る
夜
警
国
家

論
が
一
九
世
紀
に
主
張
さ
れ
た
。
だ
が
、
も
し
、
現
在

の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
全
て
の
企
業
が
政
府
に
頼
ら
ず
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
保
険
の
よ
う
な
損
害
保
険
に
加
入
し
て
い
る

と
す
れ
ば
、
保
険
料
や
保
険
金
支
払
い
は
全
部
で
い
く

ら
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
経
済
的
に
成
り

立
た
な
い
の
で
国
家
の
出
番
に
な
る
。
金
銭
的
な
問
題

だ
け
な
ら
ま
だ
良
い
が
、
危
機
に
対
応
で
き
る
体
制
も

必
要
に
な
る
。
現
在
、
夜
警
国
家
機
能
の
第
一
番
目
に

出
て
く
る
軍
隊
が
注
目
さ
れ
、ど
の
国
で
も
軍
の
施
設
・

人
材
を
活
用
さ
れ
、
日
本
で
も
ワ
ク
チ
ン
の
大
規
模
接

種
に
自
衛
隊
が
活
躍
し
て
い
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
問
題
は
価
格
問
題
を
越
え
て
、
食

料
の
安
定
供
給
や
安
全
性
の
問
題
で
あ
り
、
目
下
の
経

済
成
長
を
犠
牲
に
し
て
も
、
自
ら
危
機
に
対
応
で
き
る

よ
う
食
料
自
給
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
国
と
し
て

危
機
に
対
応
す
る
た
め
に
、〝（
食
料
）
保
険
料
〞
を
支

払
い
、〝
組
織
体
制
〞
を
整
え
て
ゆ
く
。
そ
の
具
体
的

な
政
策
は
様
々
だ
ろ
う
が
、
国
家
運
営
に
と
っ
て
短
期

的
な
経
済
の
豊
か
さ
ば
か
り
で
な
く
社
会
の
安
定
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
は
医
療
問
題
以
外
に
も

危
機
対
応
の
必
要
性
を
教
え
て
く
れ
た
。

　
リ
ン
グ
に
上
っ
た
ら
、
い
つ
も
の
強
敵
が
い
な
い
。

パ
ン
チ
を
繰
り
出
し
て
も
空
を
裂
き
反
応
が
な
い
。
不

戦
勝
勝
ち
に
勝
利
の
感
激
は
な
い
。
無
観
客
の
暗
闇
が

不
気
味
に
広
が
っ
て
い
る
だ
け
だ
。

【
注
1
】“W

orld Econom
ic O
utlook D

atabase, O
ctober 2020”, 

International M
onetary Fund （

二
〇
二
〇
年
十
月
）

【
注
2
】
農
林
水
産
省
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
農
林
水
産
業
概
況
（
二
〇
一
九

年
度
更
新
）

【
参
考
引
用
文
献
】

⑴
鈴
木
宣
広
：
農
業
消
滅
、
平
凡
社
、
二
〇
二
一
年
七
月

⑵
稲
葉
久
隆
：
海
外
駐
在
員
ニ
ュ
ー
ス
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
フ
ー
ド
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
取
組
み
、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、
二
〇
二
〇
年

六
月

⑶
本
田
知
津
絵
：
地
域
・
分
析
レ
ポ
ー
ト
　
目
指
す
は
三
〇
％
の
食
料

自
給
率
達
成
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）、
J
E
T
R
O
、
二
〇
二
〇
年
九
月
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ば
つ
と
米
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
バ
イ

オ
燃
料
化
政
策
に
端
を
発
し
た
世
界
的
食
料
危
機
に
よ

る
価
格
高
騰
、
二
〇
一
四
年
の
マ
レ
ー
シ
ア
産
鶏
卵
か

ら
の
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
検
出
に
よ
る
輸
入
禁
止
・
価
格
高

騰
な
ど
を
受
け
て
、
フ
ー
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
脆
弱

性
を
克
服
す
る
た
め
、
食
料
自
給
率
向
上
、
輸
入
先
の

分
散
、
同
国
生
産
者
の
海
外
展
開
支
援
（
海
外
生
産
地

か
ら
の
輸
入
機
会
増
加
）
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
発
生
し
、
F
A
O
（
国

連
食
糧
農
業
機
関
）
に
よ
れ
ば
二
〇
二
〇
年
三
月
〜
六

月
の
段
階
で
輸
出
規
制
を
し
た
国
は
一
九
ヵ
国
あ
っ
た

と
言
わ
れ
る
。
世
界
最
大
の
小
麦
輸
出
国
で
あ
る
ロ
シ

ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
よ
る
輸
出
量
制
限
、
ベ
ト
ナ
ム
の

新
規
米
輸
出
契
約
停
止
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
米
輸
出
停
止

な
ど
国
内
需
要
を
優
先
し
た
動
き
が
報
道
さ
れ
た
。
在

庫
は
あ
っ
て
も
不
安
心
理
が
発
生
す
る
と
自
国
内
の
政

治
的
背
景
か
ら
輸
出
を
控
え
る
。
農
産
物
貿
易
の
自
由

化
が
叫
ば
れ
中
で
輸
出
国
に
よ
る
輸
出
規
制
は
合
点
が

行
か
な
い
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
フ
ー
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
中
で

も
特
に
食
料
自
給
率
の
向
上
に
注
力
し
て
お
り
、

二
〇
一
九
年
三
月
、
政
府
に
よ
り
新
た
な
国
家
戦
略

「
30
by
30
」
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
戦
略
は
二
〇
三
〇

年
ま
で
に
同
国
の
食
料
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）

を
現
在
の
一
〇
%
未
満
か
ら
三
〇
%
ま
で
に
引
き
上
げ

を
目
標
と
し
、
野
菜
・
果
物
を
二
〇
%
、
た
ん
ぱ
く
質

を
一
〇
%
ま
で
引
き
上
げ
る
と
し
て
い
る
。
政
府
の
発

表
に
よ
れ
ば
、
最
近
の
世
論
調
査
で
九
八
%
の
人
が
輸

入
依
存
の
低
下
の
た
め
に
国
内
の
食
料
生
産
が
重
要
だ

と
回
答
し
て
い
る
と
い
う
。
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3

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
戦
略

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
、
食
料
生
産
技
術
の
効
率
化
、

気
候
変
動
へ
の
耐
久
性
の
向
上
、
資
源
の
効
率
化
を
促

す
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
国
土

面
積
が
東
京
二
三
区
よ
り
や
や
広
い
七
二
〇
㎦  、
人
口

は
五
八
〇
万
人
で
あ
り
、
農
地
面
積
は
七
〇
〇
ha
に
過

ぎ
な
い
。
正
に
過
密
な
都
市
国
家
で
あ
る
。
土
地
（
天

然
資
源
）、
労
働
、
資
本
と
い
う
生
産
の
三
要
素
か
ら

見
れ
ば
、
土
地
は
狭
小
で
か
つ
高
価
で
、
労
働
も
少
な

く
労
賃
も
高
い
中
で
、
科
学
技
術
に
頼
り
つ
つ
生
産
設

備
な
ど
の
資
本
の
充
実
と
そ
の
効
率
性
向
上
に
頼
る
し

か
な
い
。

　
こ
の
た
め
、
二
つ
の
分
野
を
次
世
代
の
成
長
分
野
と

し
て
本
格
的
に
産
業
育
成
す
る
方
針
で
あ
る
。
一
つ
は

代
替
タ
ン
パ
ク
質
生
産
を
す
る
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
分
野
で
、

大
豆
由
来
の
鶏
も
も
肉
、
代
替
乳
、
養
殖
海
産
物
、
赤

身
肉
な
ど
で
、
す
で
に
一
五
以
上
の
企
業
が
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
拠
点
を
開
設
し
、
そ
の
安
全
性
を
研
究
・
支

援
す
る
「
未
来
型
食
料
安
全
ハ
ブ
」
が
創
設
さ
れ
、
食

料
技
術
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。

も
う
一
つ
は
室
内
型
農
場
・
養
殖
場
生
産
の
ア
グ
リ

テ
ッ
ク
分
野
で
、
大
規
模
な
工
場
ビ
ル
で
L
E
D
電
灯

を
使
用
し
た
効
率
的
な
野
菜
の
水
耕
栽
培
シ
ス
テ
ム
な

ど
で
あ
る
。
土
地
が
少
な
い
の
だ
か
ら
ビ
ル
の
屋
上
や

垂
直
型
で
多
層
階
の
農
場
が
整
備
さ
れ
る
。
従
来
の
農

地
・
養
殖
場
に
比
べ
水
や
肥
料
も
節
約
さ
れ
、
一
ha
当

た
り
収
穫
量
は
一
〇
〜
一
五
倍
と
言
わ
れ
る
。

4

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
的
選
択
の
行
方

　
日
本
で
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
国
内
農
業
無
用
論

を
受
け
て
、
国
民
食
料
の
安
定
的
確
保
、
農
業
・
農
地

の
多
面
的
機
能
、
食
品
の
安
全
性
、
地
球
環
境
問
題
へ

の
対
応
な
ど
が
強
調
さ
れ
、
農
業
に
対
す
る
見
方
が
大

き
く
変
わ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
言

わ
ば
「
都
市
国
家
」
で
農
地
に
囲
ま
れ
た
農
村
は
な
い

に
等
し
く
、
国
内
の
農
業
を
切
り
捨
て
る
政
策
に
簡
単

に
舵
を
切
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
日
本
の
対

極
に
あ
る
と
思
っ
て
い
た
ら
、
こ
こ
に
来
て
食
料
自
給

率
向
上
と
言
わ
れ
る
と
驚
き
を
超
え
た
も
の
が
あ
る
。

　
た
だ
そ
の
中
身
が
問
題
で
あ
る
。
報
道
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
室
内
型
農
場
で
の
生
産
コ
ス
ト
は
高
く
、
日

本
で
も
採
算
の
取
れ
る
植
物
工
場
は
何
ら
か
の
好
条
件

の
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
条
件
が
反

映
さ
れ
た
高
価
な
農
産
物
を
消
費
で
き
る
豊
か
さ
の
あ

る
国
あ
る
人
々
は
ど
の
程
度
い
る
の
だ
ろ
う
。
培
養
肉

は
品
質
も
向
上
し
コ
ス
ト
も
低
下
す
る
可
能
性
は
否
定

で
き
な
い
が
、
そ
れ
を
食
す
る
こ
と
に
抵
抗
の
あ
る

人
々
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
地
球
規
模
の
食

料
不
足
が
将
来
発
生
す
る
可
能
性
を
捨
て
き
れ
な
い
中

で
、
そ
の
意
味
は
無
視
で
き
な
い
。

5

　コ
ロ
ナ
禍
と
国
家
的
リ
ス
ク

　
国
家
の
機
能
を
外
敵
か
ら
の
防
御
・
国
内
の
治
安
維

持
・
必
要
最
小
限
の
公
共
事
業
に
限
定
す
る
夜
警
国
家

論
が
一
九
世
紀
に
主
張
さ
れ
た
。
だ
が
、
も
し
、
現
在

の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
全
て
の
企
業
が
政
府
に
頼
ら
ず
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
保
険
の
よ
う
な
損
害
保
険
に
加
入
し
て
い
る

と
す
れ
ば
、
保
険
料
や
保
険
金
支
払
い
は
全
部
で
い
く

ら
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
経
済
的
に
成
り

立
た
な
い
の
で
国
家
の
出
番
に
な
る
。
金
銭
的
な
問
題

だ
け
な
ら
ま
だ
良
い
が
、
危
機
に
対
応
で
き
る
体
制
も

必
要
に
な
る
。
現
在
、
夜
警
国
家
機
能
の
第
一
番
目
に

出
て
く
る
軍
隊
が
注
目
さ
れ
、ど
の
国
で
も
軍
の
施
設
・

人
材
を
活
用
さ
れ
、
日
本
で
も
ワ
ク
チ
ン
の
大
規
模
接

種
に
自
衛
隊
が
活
躍
し
て
い
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
問
題
は
価
格
問
題
を
越
え
て
、
食

料
の
安
定
供
給
や
安
全
性
の
問
題
で
あ
り
、
目
下
の
経

済
成
長
を
犠
牲
に
し
て
も
、
自
ら
危
機
に
対
応
で
き
る

よ
う
食
料
自
給
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
国
と
し
て

危
機
に
対
応
す
る
た
め
に
、〝（
食
料
）
保
険
料
〞
を
支

払
い
、〝
組
織
体
制
〞
を
整
え
て
ゆ
く
。
そ
の
具
体
的

な
政
策
は
様
々
だ
ろ
う
が
、
国
家
運
営
に
と
っ
て
短
期

的
な
経
済
の
豊
か
さ
ば
か
り
で
な
く
社
会
の
安
定
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
は
医
療
問
題
以
外
に
も

危
機
対
応
の
必
要
性
を
教
え
て
く
れ
た
。

　
リ
ン
グ
に
上
っ
た
ら
、
い
つ
も
の
強
敵
が
い
な
い
。

パ
ン
チ
を
繰
り
出
し
て
も
空
を
裂
き
反
応
が
な
い
。
不

戦
勝
勝
ち
に
勝
利
の
感
激
は
な
い
。
無
観
客
の
暗
闇
が

不
気
味
に
広
が
っ
て
い
る
だ
け
だ
。

【
注
1
】“W

orld Econom
ic O
utlook D

atabase, O
ctober 2020”, 

International M
onetary Fund （

二
〇
二
〇
年
十
月
）

【
注
2
】
農
林
水
産
省
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
農
林
水
産
業
概
況
（
二
〇
一
九

年
度
更
新
）

【
参
考
引
用
文
献
】

⑴
鈴
木
宣
広
：
農
業
消
滅
、
平
凡
社
、
二
〇
二
一
年
七
月

⑵
稲
葉
久
隆
：
海
外
駐
在
員
ニ
ュ
ー
ス
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
フ
ー
ド
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
取
組
み
、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、
二
〇
二
〇
年

六
月

⑶
本
田
知
津
絵
：
地
域
・
分
析
レ
ポ
ー
ト
　
目
指
す
は
三
〇
％
の
食
料

自
給
率
達
成
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）、
J
E
T
R
O
、
二
〇
二
〇
年
九
月
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1

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
的
選
択

　
農
業
と
い
う
産
業
の
耐
用
年
数
の
長
い
設
備
投
資
で

あ
る
土
地
改
良
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
、
国
内
の
食
料

自
給
の
維
持
・
向
上
政
策
は
大
前
提
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、一
九
八
〇
年
代
後
半
は
、プ
ラ
ザ
合
意
後
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
大
幅
な
円
高
の
中
、
内
外
価
格
差
が
喧
伝
さ

れ
農
業
バ
ッ
シ
ン
グ
が
吹
き
荒
れ
、
国
内
農
業
不
要
論

ま
で
出
現
し
た
。
そ
ん
な
時
に
比
較
優
位
論
に
沿
っ
て

生
産
性
の
低
い
産
業
（
農
業
）
か
ら
撤
退
し
効
率
的
で

豊
か
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国

家
政
策
選
択
を
議
論
し
た
。
そ
の
内
容
は
本
シ
リ
ー
ズ

17
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
的
選
択
」
に
す
で
に
述
べ
た
。

　
二
〇
二
〇
年
の
一
人
当
た
り
名
目
G
D
P
で
は
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
は
世
界
第
五
位
（
五
八
、四
八
四
米
ド
ル
）

で
、
二
二
位
の
日
本
の
一
・
四
九
倍
で
あ
る（
注
1
）。
独

立
し
た
一
九
六
五
年
に
は
日
本
の
〇
・
五
四
倍
で
、
都

市
国
家
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
農
地
が
国
土
の
五
%
を
占

め
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
豚
肉
や
鶏
卵
生
産
で
は
自
給

率
一
〇
〇
%
を
超
え
て
い
た
が
、
二
〇
一
七
年
で
は
国

土
に
占
め
る
農
地
面
積
は
〇
・
九
%
（
日
本
：
一
一
・
八

%
）、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
食
料
自
給
率
は
一
〇
%
以
下

と
見
る
影
も
な
い（
注
2
）。
国
際
分
業
論
の
お
手
本
の
よ

う
な
国
だ
っ
た
の
で
あ
る

2

　「30
by
30
」
戦
略

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
の
新
聞
の
見
出
し
「『
食
の
シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
』
へ
の
布
石
」（
日
本
経
済
新
聞
二
〇
二
一

年
七
月
十
八
日
朝
刊
）
で
、
遅
ま
き
な
が
ら
同
国
の
政

策
変
更
を
知
っ
た
。
二
〇
〇
七
〜
八
年
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
の
干
ば
つ
と
米
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
バ
イ

オ
燃
料
化
政
策
に
端
を
発
し
た
世
界
的
食
料
危
機
に
よ

る
価
格
高
騰
、
二
〇
一
四
年
の
マ
レ
ー
シ
ア
産
鶏
卵
か

ら
の
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
検
出
に
よ
る
輸
入
禁
止
・
価
格
高

騰
な
ど
を
受
け
て
、
フ
ー
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
脆
弱

性
を
克
服
す
る
た
め
、
食
料
自
給
率
向
上
、
輸
入
先
の

分
散
、
同
国
生
産
者
の
海
外
展
開
支
援
（
海
外
生
産
地

か
ら
の
輸
入
機
会
増
加
）
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
発
生
し
、
F
A
O
（
国

連
食
糧
農
業
機
関
）
に
よ
れ
ば
二
〇
二
〇
年
三
月
〜
六

月
の
段
階
で
輸
出
規
制
を
し
た
国
は
一
九
ヵ
国
あ
っ
た

と
言
わ
れ
る
。
世
界
最
大
の
小
麦
輸
出
国
で
あ
る
ロ
シ

ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
よ
る
輸
出
量
制
限
、
ベ
ト
ナ
ム
の

新
規
米
輸
出
契
約
停
止
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
米
輸
出
停
止

な
ど
国
内
需
要
を
優
先
し
た
動
き
が
報
道
さ
れ
た
。
在

庫
は
あ
っ
て
も
不
安
心
理
が
発
生
す
る
と
自
国
内
の
政

治
的
背
景
か
ら
輸
出
を
控
え
る
。
農
産
物
貿
易
の
自
由

化
が
叫
ば
れ
中
で
輸
出
国
に
よ
る
輸
出
規
制
は
合
点
が

行
か
な
い
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
フ
ー
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
中
で

も
特
に
食
料
自
給
率
の
向
上
に
注
力
し
て
お
り
、

二
〇
一
九
年
三
月
、
政
府
に
よ
り
新
た
な
国
家
戦
略

「
30
by
30
」
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
戦
略
は
二
〇
三
〇

年
ま
で
に
同
国
の
食
料
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）

を
現
在
の
一
〇
%
未
満
か
ら
三
〇
%
ま
で
に
引
き
上
げ

を
目
標
と
し
、
野
菜
・
果
物
を
二
〇
%
、
た
ん
ぱ
く
質

を
一
〇
%
ま
で
引
き
上
げ
る
と
し
て
い
る
。
政
府
の
発

表
に
よ
れ
ば
、
最
近
の
世
論
調
査
で
九
八
%
の
人
が
輸

入
依
存
の
低
下
の
た
め
に
国
内
の
食
料
生
産
が
重
要
だ

と
回
答
し
て
い
る
と
い
う
。
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3

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
戦
略

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
、
食
料
生
産
技
術
の
効
率
化
、

気
候
変
動
へ
の
耐
久
性
の
向
上
、
資
源
の
効
率
化
を
促

す
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
国
土

面
積
が
東
京
二
三
区
よ
り
や
や
広
い
七
二
〇
㎦  、
人
口

は
五
八
〇
万
人
で
あ
り
、
農
地
面
積
は
七
〇
〇
ha
に
過

ぎ
な
い
。
正
に
過
密
な
都
市
国
家
で
あ
る
。
土
地
（
天

然
資
源
）、
労
働
、
資
本
と
い
う
生
産
の
三
要
素
か
ら

見
れ
ば
、
土
地
は
狭
小
で
か
つ
高
価
で
、
労
働
も
少
な

く
労
賃
も
高
い
中
で
、
科
学
技
術
に
頼
り
つ
つ
生
産
設

備
な
ど
の
資
本
の
充
実
と
そ
の
効
率
性
向
上
に
頼
る
し

か
な
い
。

　
こ
の
た
め
、
二
つ
の
分
野
を
次
世
代
の
成
長
分
野
と

し
て
本
格
的
に
産
業
育
成
す
る
方
針
で
あ
る
。
一
つ
は

代
替
タ
ン
パ
ク
質
生
産
を
す
る
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
分
野
で
、

大
豆
由
来
の
鶏
も
も
肉
、
代
替
乳
、
養
殖
海
産
物
、
赤

身
肉
な
ど
で
、
す
で
に
一
五
以
上
の
企
業
が
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
拠
点
を
開
設
し
、
そ
の
安
全
性
を
研
究
・
支

援
す
る
「
未
来
型
食
料
安
全
ハ
ブ
」
が
創
設
さ
れ
、
食

料
技
術
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。

も
う
一
つ
は
室
内
型
農
場
・
養
殖
場
生
産
の
ア
グ
リ

テ
ッ
ク
分
野
で
、
大
規
模
な
工
場
ビ
ル
で
L
E
D
電
灯

を
使
用
し
た
効
率
的
な
野
菜
の
水
耕
栽
培
シ
ス
テ
ム
な

ど
で
あ
る
。
土
地
が
少
な
い
の
だ
か
ら
ビ
ル
の
屋
上
や

垂
直
型
で
多
層
階
の
農
場
が
整
備
さ
れ
る
。
従
来
の
農

地
・
養
殖
場
に
比
べ
水
や
肥
料
も
節
約
さ
れ
、
一
ha
当

た
り
収
穫
量
は
一
〇
〜
一
五
倍
と
言
わ
れ
る
。

4

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
的
選
択
の
行
方

　
日
本
で
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
国
内
農
業
無
用
論

を
受
け
て
、
国
民
食
料
の
安
定
的
確
保
、
農
業
・
農
地

の
多
面
的
機
能
、
食
品
の
安
全
性
、
地
球
環
境
問
題
へ

の
対
応
な
ど
が
強
調
さ
れ
、
農
業
に
対
す
る
見
方
が
大

き
く
変
わ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
言

わ
ば
「
都
市
国
家
」
で
農
地
に
囲
ま
れ
た
農
村
は
な
い

に
等
し
く
、
国
内
の
農
業
を
切
り
捨
て
る
政
策
に
簡
単

に
舵
を
切
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
日
本
の
対

極
に
あ
る
と
思
っ
て
い
た
ら
、
こ
こ
に
来
て
食
料
自
給

率
向
上
と
言
わ
れ
る
と
驚
き
を
超
え
た
も
の
が
あ
る
。

　
た
だ
そ
の
中
身
が
問
題
で
あ
る
。
報
道
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
室
内
型
農
場
で
の
生
産
コ
ス
ト
は
高
く
、
日

本
で
も
採
算
の
取
れ
る
植
物
工
場
は
何
ら
か
の
好
条
件

の
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
条
件
が
反

映
さ
れ
た
高
価
な
農
産
物
を
消
費
で
き
る
豊
か
さ
の
あ

る
国
あ
る
人
々
は
ど
の
程
度
い
る
の
だ
ろ
う
。
培
養
肉

は
品
質
も
向
上
し
コ
ス
ト
も
低
下
す
る
可
能
性
は
否
定

で
き
な
い
が
、
そ
れ
を
食
す
る
こ
と
に
抵
抗
の
あ
る

人
々
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
地
球
規
模
の
食

料
不
足
が
将
来
発
生
す
る
可
能
性
を
捨
て
き
れ
な
い
中

で
、
そ
の
意
味
は
無
視
で
き
な
い
。

5

　コ
ロ
ナ
禍
と
国
家
的
リ
ス
ク

　
国
家
の
機
能
を
外
敵
か
ら
の
防
御
・
国
内
の
治
安
維

持
・
必
要
最
小
限
の
公
共
事
業
に
限
定
す
る
夜
警
国
家

論
が
一
九
世
紀
に
主
張
さ
れ
た
。
だ
が
、
も
し
、
現
在

の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
全
て
の
企
業
が
政
府
に
頼
ら
ず
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
保
険
の
よ
う
な
損
害
保
険
に
加
入
し
て
い
る

と
す
れ
ば
、
保
険
料
や
保
険
金
支
払
い
は
全
部
で
い
く

ら
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
経
済
的
に
成
り

立
た
な
い
の
で
国
家
の
出
番
に
な
る
。
金
銭
的
な
問
題

だ
け
な
ら
ま
だ
良
い
が
、
危
機
に
対
応
で
き
る
体
制
も

必
要
に
な
る
。
現
在
、
夜
警
国
家
機
能
の
第
一
番
目
に

出
て
く
る
軍
隊
が
注
目
さ
れ
、ど
の
国
で
も
軍
の
施
設
・

人
材
を
活
用
さ
れ
、
日
本
で
も
ワ
ク
チ
ン
の
大
規
模
接

種
に
自
衛
隊
が
活
躍
し
て
い
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
問
題
は
価
格
問
題
を
越
え
て
、
食

料
の
安
定
供
給
や
安
全
性
の
問
題
で
あ
り
、
目
下
の
経

済
成
長
を
犠
牲
に
し
て
も
、
自
ら
危
機
に
対
応
で
き
る

よ
う
食
料
自
給
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
国
と
し
て

危
機
に
対
応
す
る
た
め
に
、〝（
食
料
）
保
険
料
〞
を
支

払
い
、〝
組
織
体
制
〞
を
整
え
て
ゆ
く
。
そ
の
具
体
的

な
政
策
は
様
々
だ
ろ
う
が
、
国
家
運
営
に
と
っ
て
短
期

的
な
経
済
の
豊
か
さ
ば
か
り
で
な
く
社
会
の
安
定
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
は
医
療
問
題
以
外
に
も

危
機
対
応
の
必
要
性
を
教
え
て
く
れ
た
。

　
リ
ン
グ
に
上
っ
た
ら
、
い
つ
も
の
強
敵
が
い
な
い
。

パ
ン
チ
を
繰
り
出
し
て
も
空
を
裂
き
反
応
が
な
い
。
不

戦
勝
勝
ち
に
勝
利
の
感
激
は
な
い
。
無
観
客
の
暗
闇
が

不
気
味
に
広
が
っ
て
い
る
だ
け
だ
。

【
注
1
】“W

orld Econom
ic O
utlook D

atabase, O
ctober 2020”, 

International M
onetary Fund （

二
〇
二
〇
年
十
月
）

【
注
2
】
農
林
水
産
省
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
農
林
水
産
業
概
況
（
二
〇
一
九

年
度
更
新
）

【
参
考
引
用
文
献
】

⑴
鈴
木
宣
広
：
農
業
消
滅
、
平
凡
社
、
二
〇
二
一
年
七
月

⑵
稲
葉
久
隆
：
海
外
駐
在
員
ニ
ュ
ー
ス
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
フ
ー
ド
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
取
組
み
、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、
二
〇
二
〇
年

六
月

⑶
本
田
知
津
絵
：
地
域
・
分
析
レ
ポ
ー
ト
　
目
指
す
は
三
〇
％
の
食
料

自
給
率
達
成
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）、
J
E
T
R
O
、
二
〇
二
〇
年
九
月

土地改良・切り語り

1

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
的
選
択

　
農
業
と
い
う
産
業
の
耐
用
年
数
の
長
い
設
備
投
資
で

あ
る
土
地
改
良
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
、
国
内
の
食
料

自
給
の
維
持
・
向
上
政
策
は
大
前
提
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、一
九
八
〇
年
代
後
半
は
、プ
ラ
ザ
合
意
後
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
大
幅
な
円
高
の
中
、
内
外
価
格
差
が
喧
伝
さ

れ
農
業
バ
ッ
シ
ン
グ
が
吹
き
荒
れ
、
国
内
農
業
不
要
論

ま
で
出
現
し
た
。
そ
ん
な
時
に
比
較
優
位
論
に
沿
っ
て

生
産
性
の
低
い
産
業
（
農
業
）
か
ら
撤
退
し
効
率
的
で

豊
か
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国

家
政
策
選
択
を
議
論
し
た
。
そ
の
内
容
は
本
シ
リ
ー
ズ

17
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
的
選
択
」
に
す
で
に
述
べ
た
。

　
二
〇
二
〇
年
の
一
人
当
た
り
名
目
G
D
P
で
は
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
は
世
界
第
五
位
（
五
八
、四
八
四
米
ド
ル
）

で
、
二
二
位
の
日
本
の
一
・
四
九
倍
で
あ
る（
注
1
）。
独

立
し
た
一
九
六
五
年
に
は
日
本
の
〇
・
五
四
倍
で
、
都

市
国
家
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
農
地
が
国
土
の
五
%
を
占

め
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
豚
肉
や
鶏
卵
生
産
で
は
自
給

率
一
〇
〇
%
を
超
え
て
い
た
が
、
二
〇
一
七
年
で
は
国

土
に
占
め
る
農
地
面
積
は
〇
・
九
%
（
日
本
：
一
一
・
八

%
）、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
食
料
自
給
率
は
一
〇
%
以
下

と
見
る
影
も
な
い（
注
2
）。
国
際
分
業
論
の
お
手
本
の
よ

う
な
国
だ
っ
た
の
で
あ
る

2

　「30
by
30
」
戦
略

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
の
新
聞
の
見
出
し
「『
食
の
シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
』
へ
の
布
石
」（
日
本
経
済
新
聞
二
〇
二
一

年
七
月
十
八
日
朝
刊
）
で
、
遅
ま
き
な
が
ら
同
国
の
政

策
変
更
を
知
っ
た
。
二
〇
〇
七
〜
八
年
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
の
干
ば
つ
と
米
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
バ
イ

オ
燃
料
化
政
策
に
端
を
発
し
た
世
界
的
食
料
危
機
に
よ

る
価
格
高
騰
、
二
〇
一
四
年
の
マ
レ
ー
シ
ア
産
鶏
卵
か

ら
の
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
検
出
に
よ
る
輸
入
禁
止
・
価
格
高

騰
な
ど
を
受
け
て
、
フ
ー
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
脆
弱

性
を
克
服
す
る
た
め
、
食
料
自
給
率
向
上
、
輸
入
先
の

分
散
、
同
国
生
産
者
の
海
外
展
開
支
援
（
海
外
生
産
地

か
ら
の
輸
入
機
会
増
加
）
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
発
生
し
、
F
A
O
（
国

連
食
糧
農
業
機
関
）
に
よ
れ
ば
二
〇
二
〇
年
三
月
〜
六

月
の
段
階
で
輸
出
規
制
を
し
た
国
は
一
九
ヵ
国
あ
っ
た

と
言
わ
れ
る
。
世
界
最
大
の
小
麦
輸
出
国
で
あ
る
ロ
シ

ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
よ
る
輸
出
量
制
限
、
ベ
ト
ナ
ム
の

新
規
米
輸
出
契
約
停
止
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
米
輸
出
停
止

な
ど
国
内
需
要
を
優
先
し
た
動
き
が
報
道
さ
れ
た
。
在

庫
は
あ
っ
て
も
不
安
心
理
が
発
生
す
る
と
自
国
内
の
政

治
的
背
景
か
ら
輸
出
を
控
え
る
。
農
産
物
貿
易
の
自
由

化
が
叫
ば
れ
中
で
輸
出
国
に
よ
る
輸
出
規
制
は
合
点
が

行
か
な
い
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
フ
ー
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
中
で

も
特
に
食
料
自
給
率
の
向
上
に
注
力
し
て
お
り
、

二
〇
一
九
年
三
月
、
政
府
に
よ
り
新
た
な
国
家
戦
略

「
30
by
30
」
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
戦
略
は
二
〇
三
〇

年
ま
で
に
同
国
の
食
料
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）

を
現
在
の
一
〇
%
未
満
か
ら
三
〇
%
ま
で
に
引
き
上
げ

を
目
標
と
し
、
野
菜
・
果
物
を
二
〇
%
、
た
ん
ぱ
く
質

を
一
〇
%
ま
で
引
き
上
げ
る
と
し
て
い
る
。
政
府
の
発

表
に
よ
れ
ば
、
最
近
の
世
論
調
査
で
九
八
%
の
人
が
輸

入
依
存
の
低
下
の
た
め
に
国
内
の
食
料
生
産
が
重
要
だ

と
回
答
し
て
い
る
と
い
う
。
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3

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
戦
略

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
、
食
料
生
産
技
術
の
効
率
化
、

気
候
変
動
へ
の
耐
久
性
の
向
上
、
資
源
の
効
率
化
を
促

す
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
国
土

面
積
が
東
京
二
三
区
よ
り
や
や
広
い
七
二
〇
㎦  、
人
口

は
五
八
〇
万
人
で
あ
り
、
農
地
面
積
は
七
〇
〇
ha
に
過

ぎ
な
い
。
正
に
過
密
な
都
市
国
家
で
あ
る
。
土
地
（
天

然
資
源
）、
労
働
、
資
本
と
い
う
生
産
の
三
要
素
か
ら

見
れ
ば
、
土
地
は
狭
小
で
か
つ
高
価
で
、
労
働
も
少
な

く
労
賃
も
高
い
中
で
、
科
学
技
術
に
頼
り
つ
つ
生
産
設

備
な
ど
の
資
本
の
充
実
と
そ
の
効
率
性
向
上
に
頼
る
し

か
な
い
。

　
こ
の
た
め
、
二
つ
の
分
野
を
次
世
代
の
成
長
分
野
と

し
て
本
格
的
に
産
業
育
成
す
る
方
針
で
あ
る
。
一
つ
は

代
替
タ
ン
パ
ク
質
生
産
を
す
る
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
分
野
で
、

大
豆
由
来
の
鶏
も
も
肉
、
代
替
乳
、
養
殖
海
産
物
、
赤

身
肉
な
ど
で
、
す
で
に
一
五
以
上
の
企
業
が
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
拠
点
を
開
設
し
、
そ
の
安
全
性
を
研
究
・
支

援
す
る
「
未
来
型
食
料
安
全
ハ
ブ
」
が
創
設
さ
れ
、
食

料
技
術
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。

も
う
一
つ
は
室
内
型
農
場
・
養
殖
場
生
産
の
ア
グ
リ

テ
ッ
ク
分
野
で
、
大
規
模
な
工
場
ビ
ル
で
L
E
D
電
灯

を
使
用
し
た
効
率
的
な
野
菜
の
水
耕
栽
培
シ
ス
テ
ム
な

ど
で
あ
る
。
土
地
が
少
な
い
の
だ
か
ら
ビ
ル
の
屋
上
や

垂
直
型
で
多
層
階
の
農
場
が
整
備
さ
れ
る
。
従
来
の
農

地
・
養
殖
場
に
比
べ
水
や
肥
料
も
節
約
さ
れ
、
一
ha
当

た
り
収
穫
量
は
一
〇
〜
一
五
倍
と
言
わ
れ
る
。

4

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
的
選
択
の
行
方

　
日
本
で
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
国
内
農
業
無
用
論

を
受
け
て
、
国
民
食
料
の
安
定
的
確
保
、
農
業
・
農
地

の
多
面
的
機
能
、
食
品
の
安
全
性
、
地
球
環
境
問
題
へ

の
対
応
な
ど
が
強
調
さ
れ
、
農
業
に
対
す
る
見
方
が
大

き
く
変
わ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
言

わ
ば
「
都
市
国
家
」
で
農
地
に
囲
ま
れ
た
農
村
は
な
い

に
等
し
く
、
国
内
の
農
業
を
切
り
捨
て
る
政
策
に
簡
単

に
舵
を
切
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
日
本
の
対

極
に
あ
る
と
思
っ
て
い
た
ら
、
こ
こ
に
来
て
食
料
自
給

率
向
上
と
言
わ
れ
る
と
驚
き
を
超
え
た
も
の
が
あ
る
。

　
た
だ
そ
の
中
身
が
問
題
で
あ
る
。
報
道
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
室
内
型
農
場
で
の
生
産
コ
ス
ト
は
高
く
、
日

本
で
も
採
算
の
取
れ
る
植
物
工
場
は
何
ら
か
の
好
条
件

の
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
条
件
が
反

映
さ
れ
た
高
価
な
農
産
物
を
消
費
で
き
る
豊
か
さ
の
あ

る
国
あ
る
人
々
は
ど
の
程
度
い
る
の
だ
ろ
う
。
培
養
肉

は
品
質
も
向
上
し
コ
ス
ト
も
低
下
す
る
可
能
性
は
否
定

で
き
な
い
が
、
そ
れ
を
食
す
る
こ
と
に
抵
抗
の
あ
る

人
々
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
地
球
規
模
の
食

料
不
足
が
将
来
発
生
す
る
可
能
性
を
捨
て
き
れ
な
い
中

で
、
そ
の
意
味
は
無
視
で
き
な
い
。

5

　コ
ロ
ナ
禍
と
国
家
的
リ
ス
ク

　
国
家
の
機
能
を
外
敵
か
ら
の
防
御
・
国
内
の
治
安
維

持
・
必
要
最
小
限
の
公
共
事
業
に
限
定
す
る
夜
警
国
家

論
が
一
九
世
紀
に
主
張
さ
れ
た
。
だ
が
、
も
し
、
現
在

の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
全
て
の
企
業
が
政
府
に
頼
ら
ず
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
保
険
の
よ
う
な
損
害
保
険
に
加
入
し
て
い
る

と
す
れ
ば
、
保
険
料
や
保
険
金
支
払
い
は
全
部
で
い
く

ら
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
経
済
的
に
成
り

立
た
な
い
の
で
国
家
の
出
番
に
な
る
。
金
銭
的
な
問
題

だ
け
な
ら
ま
だ
良
い
が
、
危
機
に
対
応
で
き
る
体
制
も

必
要
に
な
る
。
現
在
、
夜
警
国
家
機
能
の
第
一
番
目
に

出
て
く
る
軍
隊
が
注
目
さ
れ
、ど
の
国
で
も
軍
の
施
設
・

人
材
を
活
用
さ
れ
、
日
本
で
も
ワ
ク
チ
ン
の
大
規
模
接

種
に
自
衛
隊
が
活
躍
し
て
い
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
問
題
は
価
格
問
題
を
越
え
て
、
食

料
の
安
定
供
給
や
安
全
性
の
問
題
で
あ
り
、
目
下
の
経

済
成
長
を
犠
牲
に
し
て
も
、
自
ら
危
機
に
対
応
で
き
る

よ
う
食
料
自
給
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
国
と
し
て

危
機
に
対
応
す
る
た
め
に
、〝（
食
料
）
保
険
料
〞
を
支

払
い
、〝
組
織
体
制
〞
を
整
え
て
ゆ
く
。
そ
の
具
体
的

な
政
策
は
様
々
だ
ろ
う
が
、
国
家
運
営
に
と
っ
て
短
期

的
な
経
済
の
豊
か
さ
ば
か
り
で
な
く
社
会
の
安
定
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
は
医
療
問
題
以
外
に
も

危
機
対
応
の
必
要
性
を
教
え
て
く
れ
た
。

　
リ
ン
グ
に
上
っ
た
ら
、
い
つ
も
の
強
敵
が
い
な
い
。

パ
ン
チ
を
繰
り
出
し
て
も
空
を
裂
き
反
応
が
な
い
。
不

戦
勝
勝
ち
に
勝
利
の
感
激
は
な
い
。
無
観
客
の
暗
闇
が

不
気
味
に
広
が
っ
て
い
る
だ
け
だ
。

【
注
1
】“W

orld Econom
ic O
utlook D

atabase, O
ctober 2020”, 

International M
onetary Fund （

二
〇
二
〇
年
十
月
）

【
注
2
】
農
林
水
産
省
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
農
林
水
産
業
概
況
（
二
〇
一
九

年
度
更
新
）
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